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１ 会議名  第３１回長岡市馬高・三十稲場遺跡整備活用委員会 

２ 開催日時 
令和２年１２月１０日（木曜日）から 

令和２年１２月２５日(金曜日)まで  

３ 開催場所 

 書面表決 

(新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、委員か

らの意見聴取による書面審議とした) 

４ 出席者名  委員：小林委員（委員長）・内山委員（副委員長）・安藤委員・

小野委員・笹川委員・星野委員・吉井委員・渡辺委員 

 事務局：小池教育部長、小熊科学博物館長、神保館長補佐、 

小林主査 

５ 欠席者名 なし 

６ 議題 ○史跡馬高・三十稲場遺跡の保存及び整備並びにその活用について 

議題（１）令和２年度事業の実施状況について 

議題（２）令和３年度の事業計画について 

７ 審議結果の概要 ○史跡馬高・三十稲場遺跡の保存及び整備並びにその活用について 

・議題（１）について、事務局から書面で報告した。委員から寄

せられた意見・質問には、回答を作成して委員に送付することと

する。 

・議題（２）について、事務局から書面で説明した。委員から寄

せられた意見・質問には、回答を作成して委員に送付することと

する。 

８ 審議の内容 

 別紙「書面表決の集約結果」及び「令和２年度馬高・三十稲場遺跡保

存活用委員会書面表決結果」のとおり 

９ 会議資料   別添のとおり 

 

 



書面表決の集約結果 

 
1 令和 2 年度馬高・三十稲場遺跡関連事業の実施状況の報告について 承認 ８／８ 
 
2 令和 3 年度馬高・三十稲場遺跡関連事業の事業計画(案)について 承認 ８／８ 
 
3 令和 2 年度の実施状況報告について 
委員 藤橋歴史の広場はもっと広く市民に知っていただき、活用さ

れるように願います。 
委員 出前授業、縄文館の利用は小学校 6 年生を中心に精力的にと

り組まれ、事例の実績はすばらしいと思います。縄文館の多

角的な活動として評価されます。 
小学校を卒業してからの縄文・弥生時代への関心について、

地元の小学校に何らかのデータは残っているのでしょうか

(たぶん無いとは思いますが) 
委員 ・コロナ禍の影響で予定されていたイベントの中止など、ま

た、入館者数の激減は仕方ないことだと思います。そんな中、

「出前授業・体験学習」は例年並みに対応されており、大変

お疲れ様でした。 
・催し物の案内チラシのデザインも注目が高いと思います。 

委員 令和 2 年度はコロナ禍でのスタートとなりました。その中で

計画に沿ったイベントがこれだけ数多くできたこと、また各

小学校への体験学習等も実施できたことは皆様のご努力の賜

物です。ありがとうございます。特に、参加者 1 名というイ

ベントもあったようですが、少人数でも実施できたことは大

きな意義があると思います。 
委員 コロナ禍にもかかわらず、縄文出前授業や見学受け入れを行

ってくださり有難かった。とりわけ、今年度の小学校 6 年生

にとっても貴重な学び体験がとまってしまうことがなかった

ことはとても良かった。 
 
４ 令和 3 年度の事業計画について 
委員 各事業実施、コロナ禍において困難なことが多いと思います。

皆様くれぐれもご自愛のほど、御活動ください。 
委員 史跡馬高・三十稲場遺跡整備総括報告書の刊行年は決定され



ているのでしょうか。総括報告書作成後のねらいは特にある

のでしょうか。 
委員 コロナ禍が終息し、オリンピックの開催とともに「火焔土器」

に関心を持つ観光客が多数来岡されることを期待したいで

す。 
状況をみて、オリンピック開催に対応した縄文企画や中央に

向けた PR なども検討いただければと思います。 
委員 イギリスでは新型コロナウイルス変異種が急増しているそう

ですが、令和 2 年度に中止になったストーンヘンジビジター

センターへの火焔型土器展示が実現できることを願っていま

す。 
細かなことですが、環境を常に整えておくことは大事かと思

います。 
(案)の５、環境整備事業よろしくお願いいたします。 

 
５ その他 
委員 資料 4 を例にとれば縄文館の利用は殆ど小学校だが、小学校

時代利用したので、中学時代は利用しないということか？ 
また、長岡中心部の学校の利用が少ないのはどうしてか？ 

委員 ・日本遺産関係事業との関連をあまり気にしたことはありま

せんが、馬高縄文館の役割がこの中で高まることを期待しま

す。 
・COVID-19 が今後どのようになっていくのか予測できない

面が多いのですが、2021 年度はこの点に注意して事業を展開

されるよう期待いたします。 
委員 コロナ禍で、新しい生活様式が求められています。何をする

についても、細心の注意を払わなければならないご苦労はい

かばかりかと思いますが、こんな時だからこそ今まで積み上

げてきた事業の灯を消すことなく継続していってほしいと思

います。 
委員 今年度、公立の小中学校において 1 人 1 台タブレット端末配

置が一気に進んだ。オンラインによるライブ解説のようなス

タイルで利用ができたなら、県内の中越地区以外の学校にと

っては魅力かと思う。 
 



令和２年度 馬高・三十稲場遺跡保存活用委員会書面表決結果 

 
1 令和 2 年度馬高・三十稲場遺跡関連事業の実施状況の報告について 承認 ８／８ 
 
2 令和 3 年度馬高・三十稲場遺跡関連事業の事業計画(案)について 承認 ８／８ 
 
３ 令和 2 年度の実施状況報告について 
項目 意見趣旨 回答要旨 
藤橋歴史の

広場に関す

ること 

藤橋歴史の広場を広く活用し、市民に

知ってもらう必要がある。 
藤橋歴史の広場はオープンから

28 年がたち施設の老朽化もあり

来訪者が減少している。土器づ

くりイベントなどを開催して認

知度を高めるようにしている

が、今後も馬高縄文館や県立歴

史博物館との連携を通じて活動

を増やしていきたい。 
小学校卒業

後の関心に

ついて 

小学校卒業後の縄文・弥生時代の関心

について、アンケートなどはあるのか。 
縄文・弥生時代のみでなく歴史

に関するアンケートなどは行っ

ていない。 
 
４ 令和 3 年度の事業計画について 
項目 意見趣旨 回答要旨 
イギリスと

の交流につ

いて 

ストーンヘンジビジターセンターへの

火焔型土器貸出しなど実現を願う。 
イギリスとの交流は新型コロナ

の感染拡大により難しい事業と

なっているが、状況をみながら

進めていきたい。 
今後の環境

整備につい

て 

史跡の環境整備を引き続き行ってほし

い。 
施設の改修を含む環境整備は今

後も継続していきたい。 

オリンピッ

クに伴うＰ

R などにつ

いて 

オリンピックの開催に際して、縄文に

関する PR を行い、国内外に認知して

もらう必要がある。 

オリンピック開催に向けて、日

本博の活用や信濃川火焔街道連

携協議会の事業とともに PR を

進めたい。また、解説文の英語

への翻訳などを行い、海外から

の来訪者への対応を備えたい。 



馬高・三十稲

場遺跡の総

括報告書に

ついて 

総括報告書の刊行スケジュールと、刊

行後にどのように活用するのか。 
馬高・三十稲場遺跡の出土品を

再点検したところ、報告書に掲

載する匹資料が想定よりも多か

ったことがわかり、刊行年度を

まだ確定してない。できるだけ

早く刊行したい。また、刊行後

は成果を使った特別展示や講演

会などを開催したい。 
 
５ その他 
項目 意見趣旨 回答要旨 
小中学校Ｉ

ＣＴ利用に

ついて 

県内の各学校に配布が進んでいるタブ

レットを利用して、学習を行うことが

できないか。 

情報機器を活用した学習につい

ては模索中である。新型コロナ

感染拡大防止の観点から、各博

物館が連携した「おうちミュー

ジアム」活動などもあり、動画

の試作から始め、ICT 機器の利

用を考えていきたい。 
中学校の利

用について 
中学校の利用が少ない理由は何か。 調査等はしていないが、中学校

が校外学習に積極的でない可能

性がある。カリキュラムを考慮

した学習メニューを検討する必

要がある。 
市内中心部

の学校の利

用について 

長岡市内中心部の学校の活用が少ない

理由は何か。 
年度によって利用状況は異なる

が、校外学習先が県立歴史博物

館にとどまっている可能性もあ

る。馬高縄文館の特色を周知し

て活用の促進をはかりたい。 
日本遺産関

係事業と馬

高縄文館に

ついて 

日本遺産関係事業と連携して、馬高縄

文館の役割が高まることを期待する。 
日本遺産や日本博に係る事業に

関連して、馬高縄文館などに係

る事業を積極的に活用して来館

してもらえるように PR してい

きたい。 
 

※全体的に新型コロナへの感染拡大防止と事業に係るお話をいただきました。 

令和 2年 4月 21 日～5月 11 日にかけては馬高縄文館を臨時閉館し、特別展やイベントを



中止をしました。5月以降も、毎年行っていた関原楽市縄文まつりも中止されるなど、館外

の活動にも影響がありました。また、人の移動が減ったことにより長岡市外からの観光客

が減少し観覧者も激減することとなりました。 

臨時休館となった時期が昨年まで小学校の来訪が集中していた時期と重なりましたが、

その分それぞれの学校に赴く出前授業の活用が増えました。 

令和 3 年度は感染の状況を鑑みながらの対応となり例年通りのイベントや特別展が行え

ないと思いますが、できるかぎり事業を実施できるようにするとともに、感染拡大を防止

しながら行えるイベントや学習支援を開発していく予定です。 

 
 


